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原虫 Trypanosoma cruzi は中南米のシャーガス病の病原体で吸血昆虫 (Triatoma) によって媒介さ
れる。従来Trypanosoma cruzl の発育史については光学顕微鏡的に研究され、 Triatoma の中では




1 ) Trypanosoma cruzi は米国の NIH より分与された株を使用した。 Boné and Parent's diphasic 
medium (1963) に 25"C 6 日間培養した Trypanosoma cruzi を 2 ， 000rpm で15分間遠心し集めた。
2) 25% の calf serum を含む MEMで培養中の HeLa細胞に対して、 10 6ce ll s /ml となるように Tryp­
anosoma cruzi を加え経時的に採取して電顕試料とした。
3 )試料はまず2.5% glutaraldehyde を含む PB (pH7 .4)で固定し、更に1.5% OS04で再固定し‘ura­
nyl 染色後、脱水、 Luftの方法に準じて Epon 812 に包埋した。超薄切片の作成は、 LKB ultramiｭ
crotome を使用し、鉛染色を施した上、目立11B型電子顕微鏡を用いて観察した。
4) HeLa細胞に Trypanosoma cruzi接種後 1 ， 3, 6 , 12, 24時間目に取った試料では HeLa細胞中
に Trypanosoma cruzi は三忍められなかった。
5) 2 ~ 3 日目より HeLa細胞中に trypomastigote form および epimastigote form への移行形が認
められた。 HeLa細胞に侵入しつつある Trypanosoma cruzi は metacyclic trypomastigote form 
であった。 4 ~13 日目には epimastigote form と恐らく amastigote form と思われるものを認めた。
6) HeLa細胞中では epimastigote form にのみ分裂像が認められた。
? ??
7 )従来 epimastigote form の分裂は棒状kinetopl~s t が正常の約 2 倍の長さに単純に延びた後、その
中央部より離れると考えられていたが、より複雑な移行形があることを示した。光顕的には明らか
にされなかった。 epimastigote form の kihetoplast の分裂過程を下記のように示すことができた。
この実験には培養原虫が用いられた。
注 bb-basal body (biepharoplast) , kn-kinetonucleus 
em-envelope membrane (kinetoplast envelope) 
dz骨 dividing zone kt -knot 
〔総括〕
1) Trypanosoma cruzi は metacyclic trypomastigote formで鞭毛を先に HeLa細胞中に侵入する。
2 )侵入した trypomastigote form は細胞内で epimastigote form に変化し、細胞内でも epimastig­




した研究である。とくに、本原虫の宿主細胞内への侵入は、 metacyc lic trypomas tigote 型で行われ
ること、細胞内侵入後の原虫の分裂は、従来の定説に反し、 epimastigote 型で行われること、 kinet­
oplastの分裂は全く新 L い複雑な経過を辿ることなどを明かにした点は、原虫学の領域において、極
めてユニークなしかも貴重な業績として高く評価される。従って、本研究は学位論文としで充分価値
あるものと認めることができる。
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